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1.はじめに

　e-learning は、語学を中心に幅広く利用さ

れているが、利用方法としてはパソコンを

用いて専用の教材を視聴する形態が殆どで

あり[1]、利用者の理解度をその都度確認しな

がら教授内容を細かく調整する必要がある

様な科目での利用にはあまり向いていない。

　一方で、最近、人間と会話ができるコミュ

ニケーションロボットが身近な存在になり

つつあり、主に介護業界からの利用意向が

高く、大きな期待を寄せられている[2]。とこ

ろが、コミュニケーションロボットを教育

に利用する際の検討については報告がほと

んどされておらず、その様な検討が十分と

はいえない。

　本研究では、コミュニケーションロボッ

トを実習科目の教育支援に利用できるかど

うか検討する。具体的には、理工系学部の必

修科目である学生実験に対し、コミュニ

ケーションロボットの効果的な導入ができ

るかを明らかにするのが目的である。

2.実験方法

　図1に、実験で用いたコミュニケーション

ロボットを示す。このロボットは二足歩行

でダンスなどができる運動性能を備えてい

るだけではなく、カメラやマイクを使用し

て人間を検知し、簡易な音声認識と人工知

能により、人間と1対1で会話を行うことが

できる[3]。 図1 コミュニケーションロボット

　ところで、電気電子系学科の学生実験で

は、通常、(a)前諮問 (b)実験装置の結線

(c)測定 (d)後諮問 という手順で進められ

るが、特に(a)(b)の部分に多くの手間がか

かり、教員の負担も大きくなる。そこで、こ

こではコミュニケーションロボットを前諮

問に導入することを想定し、被験者に対し

て日常生活に関する簡単な質問を行い、そ

の際の被験者の主観的な反応などをアン

ケート調査することで検討を行う。
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3.実験結果

　被験者は20代前半の学生10名(男子9名、

女子 1名)とし、一人ずつ着席した状態でコ

ミュニケーションロボットと会話を行う。

先ず、日常に関する5つの質問について「は

い」か「いいえ」で被験者に返答させ、回答

用紙にその答えを記入する。次に、コミュニ

ケーションロボットが返答後に話す内容か

ら、自分の返答が正しく理解されたかを類

推し、その結果を記入する。また、会話の終

了後にいくつかのアンケートに答える。

　図 2 に、実験中のコミュニケーションロ

ボットの頭部を示す。会話をする時と、人間

からの返答を聞き取る時で表示が異なるた

め、被験者は返答するタイミングがわかる

様になっている。

　図3に、自分の返答をコミュニケーション

ロボットが正しく理解できなくてイライラ

したかどうかの度合いを満足度(5段階評価)

として示した結果を示す。正答率と満足度

がほぼ相関の関係にあることがわかる。な

お、正答率は平均 80[%]弱であった。

　一方、授業中にコミュニケーションロ

ボットとやり取りできる限界の時間につい

ては、30 分程度という意見が 5 割で最も多

く、次いで15分以下と60分程度という意見

となったが、被験者はロボットに興味のあ

る集団なので、偏りを考慮する必要はある。

　　　(a)会話時(紫色)　　　　　　　　　　　　　(b)聞き取り時(青色)

図2 頭部蛍光表示の違い

図3 正答率と満足度の関係
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4.まとめ

　コミュニケーションロボットを学生実験

の前諮問に導入することを想定し、被験者

に対して簡単な質問により会話を行うこと

で被験者の主観的な反応を検討した。今後

は、仮想的な学生実験を考え、その前諮問を

模擬的に行う事で、より詳細な検討を行う

予定である。
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